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芸術・表現系大学の学生が身につけるべき＜資質＞と＜リテラシー＞
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コーディネーター

髙橋　伸一　（京都精華大学 共通教育センター長 人文学部 教授）

　社会や時代の変化により、芸術・表現系大学に求められる人材像も変容しつつある現在、
表現や芸術の領域で学ぶ学生には、専門的な能力に加えて、より幅の広い一般的な
基礎力も求められている。高度化、多様化、グローバル化する社会に出るために、芸術・
表現系大学の学生が備えるべき資質とリテラシーは、従来の専門性を基盤とした能力だけ
では対応できない時代に来ている。こうした状況において、学生に必要な資質・リテラシー
をトータルな視点から分節化・再構築し、その能力育成のための教育プログラムを実質的
に提供することができるかどうかが、芸術・表現系の大学には問われている。
　本分科会では、学士課程というトータルな教育プロセスを視野に置きながら、大学に
おける初年次をターゲットにした教育プログラムの事例紹介を通じて、芸術・表現系大学
の学生が身につけるべき資質とリテラシーについて具体的に検討していきたい。
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（１）分科会の趣旨説明
　第６分科会のテーマとして選んだのは、「芸術・表
現系大学の学生が身につけるべき＜資質＞と＜リテ
ラシー＞」である。このテーマを設定した背景には、
職業や仕事の内容が大きく変容する時代になり、芸
術・表現系大学の卒業生にとって雇用情勢がますま
す厳しくなってきているという「出口」に対する認識
がまず第一にある。芸術・表現系大学を卒業する学
生の「出口」の厳しさについては、2 年前の第 15 回
FDフォーラムで開かれた分科会（第６分科会「芸術
系領域における教育の可能性」）において、すでに
指摘されたことではあるが、その状況は現在も変わ
らずに続いたままである。他方、「入口」でも他大学
と同様に、学生の自立意識の低下という問題も抱え
ている。
　「入口」と「出口」の２つの問題を乗り越え、自ら
の人生を切り開き、社会に出たその先で能力を発揮
できる人材を輩出することが、芸術・表現系大学に
は求められている。こうした要請に応えるためには、
専門教育を中心としたトータルな4 年間の教育プロ
セスを解析し、大学の目的に応じて、カリキュラムを
通じて、さらには全学的な支援環境で学生を丁寧に
育て上げる必要がある。
　今回の分科会の具体的なテーマ設定をするにあた
り、その鍵は、入学したばかりの学生の教育、つまり、
初年次における大学の教育的な対応にあると判断し
た。というのも、高校までの学び・生活から、大学
での学び・生活へのスムーズなモードチェンジが、そ

＜第6分科会＞

芸術・表現系大学の学生が身につけるべき＜資質＞と＜リテラシー＞

の後の 4 年間の学生生活を、より主体的にかつより
機能的にすると考えられるからである。もちろんその
スムーズな移行は、学生の資質や能力によるところ
もあるが、支援し教育を提供する側の大学の姿勢や
体制によるところも大きい。
　こうした問題意識のもと、今回の分科会では、芸
術・表現系大学において初年次プログラムを実際に
担当してきた3 名の先生方をお招きして、午前中は、
その事例報告発表を中心に、午後は、フロアーの参
加者との意見交換を通じて、「芸術・表現系大学の
学生が身につけるべき＜資質＞と＜リテラシー＞」に
ついて検討し、さらにはテーマにかかわる問題意識
の共有を図った。

（２）報告の概要
■第一発表：垣内 幸夫先生
　　　　　 （京都教育大学 教育学部 音楽科）
タイトル：「音楽領域専攻学生に身に
　　　　 つけてもらいたい資質・知識・能力」

　午前セッションの第１発表は、京都教育大学の
垣内幸夫先生の発表報告であった。垣内先生が今
回、発表の対象として具体的に取り上げたのは、平
成11年度から担当している初年次教育科目「基礎セ
ミナー」である。京都教育大学は教員養成系の単科
大学であり、大学に入ってきたばかりのフレッシュマ
ンに、初年次教育として各専攻領域が「基礎セミナー」
という授業を提供する。今回、垣内先生が発表した

参 加 人 数 　 33 名
報 告 者
　第１報告者　　　　垣内　幸夫　（京都教育大学 教育学部音楽科 教授）
　第２報告者　　　　真下　知子　（京都文教短期大学 幼児教育学科 講師）
　第３報告者　　　　葉山　　勉　（京都精華大学 デザイン学部建築学科 教授）
コーディネーター
　　　　　　　　　　髙橋　伸一　（京都精華大学 共通教育センター長 人文学部 教授）
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基礎セミナーは、音楽領域（音楽科）に入学してき
たばかりの1回生に提供される授業である。
　「基礎セミナー」の授業内容は、初年次科目とい
う性格上、全学共通要素として＜性教育・性暴力の
学習＞や＜図書館ガイダンス（著作権の学習も含む）＞
といった生活支援や修学支援の内容を取り入れては
いるが、その特徴は、授業の大半を用いて音楽領域
に入学した学生全員が協同して行う「オペレッタ創り」
にある。
　垣内先生は、「音楽というのは、人と人をつなぐも
ので、学生には、音楽の果たす役割や音楽と人間に
ついて、この授業を通して考えてもらいたい」と率直
に語る。京都教育大学の音楽領域専攻には、教師
を目指して入学してくる学生もいれば、音大を目指し
ていた学生も来る。音楽と長い間付き合ってきた学
生たちだが、子供の頃から個人レッスンを受けてい
ると、師事している先生の言うことをすごく素直に聞
き入れるという性質があるという。個人主義という良
い形で花開く場合はいいのだが、一方、社会を知ら
ず、わがままなタイプも多い、と垣内先生は説明する。
そのような新入生に対して、この授業のオペレッタ創
りを通して、総合的な人間力を身につけていって欲
しいと垣内先生は語る。具体的には、学生が、作曲
班、脚本班、演出班、企画班のどれかの役割を担
いながら、班内でかつ班ごとにコミュニケーションを
取りながらオペレッタ創りは進行する。その際には、
当然お互いにぶつかり合うこともあるし、喧嘩をする
こともある。それを乗り越えていくところに、大きな
成長が生まれるという。教員としての役割は、学生た
ちが主体的に行う活動をいかに見守るか、という点
にある。最終的には、授業の最後の時間にオペレッ
タ公演を公開で行うが、そのビラ配りまで学生自ら
が行うという。
　報告発表の最後で、垣内先生は、この授業で目
指しているのは、音楽や学校現場に携わった場合に
求められる総合力である、と強調して発表を締めく
くった。

■第二発表：真下 知子先生
　　　　  （京都文教短期大学 幼児教育学科）
タイトル：「芸術系大学における
　　　　　　　　　  初年次教育の取り組み」

午前セッションでの第２発表は、京都文教短期大学
の真下知子先生の発表であった。真下先生は、５
年前から京都市立芸術大学の美術学部で初年次教
育に当たる授業科目「情報基礎学」を、専任の先
生方との定期的な打ち合わせや議論をベースに設計
し、授業を展開してきた。今回の発表では、その授
業の５年間の実践と研究を踏まえて、芸術系大学に
おける初年次教育の授業現場の報告、特に、授業
に取り入れた教育的な創意工夫や試行錯誤を中心
に発表報告がなされた。
　芸術系大学では実技の専門基礎教育については、
非常に長い歴史とノウハウが蓄積されているが、一
方、専門教育以外について、初年次で何か取り組ま
れてきたかというと、多くの芸術系大学ではそうでは
なのが実情ではなかろうか。しかし、大学で制作活
動を行う上では、実技の他の授業科目を４年間でど
のように計画を立てて履修していくのか、といったこ
とも大切になる。高校とは違って大学では、様々な
講義スタイルで先生方が授業をする。授業への適応
や、課題やレポートを書く力も当然求められる。卒
業生の活動を見ても、制作活動だけではなく、実に
様々な形で芸術にかかわる仕事に就いている。それ
故、様々な角度から物事を見る力、情報活用能力、
人とのコミュニケーション能力なども非常に重要な要
素になっている。こうした背景から、高校から大学
への転換教育、ラーニングスキル、リサーチスキルを
含めた、学部に共通した基礎教育の必要性が高まっ
てきている。真下先生はこのように、発表の冒頭に
芸術系領域における初年次教育の必要性を述べたあ
と、具体的に、京都市立芸術大学の展開している初
年次科目の説明に入った。
　「情報基礎学」で授業目標の中心においているの
は、「芸術系の学生が自分たちの作品を発信していく
うえで必要な情報活用能力の育成」である。内容的
には、情報モラル、知的所有権、個人情報の保護
等に関する意識を高めることが目的である。その他
に、大学の授業への適応という初年次教育・共通教
育の観点から、特にコミュニケーション能力、問題
解決能力の育成も重視している、という。この能力
は作品による表現とは別に、一般社会において、受
け手の立場になって伝える力であり、他者と協調して
企画制作する力でもある。
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毎年120 名程度の学生が登録するが、「情報基礎学」
は 90 分／週 1コマ、半期の授業である。授業スタ
イルは、講義と5、6名のチーム学習という形式で行っ
ている。こうした形式は、開講から5 年間の実践を
毎年、調査・点検・研究を積み重ねながら、新しい
要素を取り入れてきた結果である。発表では年度ご
との授業研究によって改善された教育手法に関して
具体的に説明された後、2012 年度に授業に取り入
れた「議論の場としてのスケッチブック」の有効性に
ついて、授業で実際に使用したスケッチブックを提
示しながら詳細な情報提供がなされた。

■第三発表：葉山 勉先生
　　  （京都精華大学 デザイン学部 建築学科）
タイトル： 「表現ナビ：京都精華大学で学ぶ」

　午前セッションの第３発表は、京都精華大学の葉
山勉先生の発表であった。葉山先生が今回発表の
対象としたのは、京都精華大学の芸術系 3 学部（芸
術学部・デザイン学部・マンガ学部）のカリキュラム
に 2011年度新規開設された授業科目「表現ナビ」
の授業実践である。
　「表現ナビ」という授業の大きな特徴のひとつは、
芸術系３学部に入学してきたばかりの1回生全員が
それぞれ学部ごとに分かれ、約 200人規模の大クラ
スで受講するという点にある。京都精華大学の場合、
入学試験から各コースに分かれており、必修のコー
ス実技も1回生から始まる。そこで教員や先輩と実
技で顔を合わせることになり、コース内での人間的
なつながりは密になる。コース内で友人ができたり、
先輩に相談できたりというメリットも大きいという。一
方、それは他のコースや学部の人たちとの接点を作り
づらいというデメリットの側面も有している。例えば、
京都精華大学の芸術系の学生の場合、洋画で入っ
てきた学生が 4 回生終わった時に洋画を描いている
かといえば、100％そうではないという。立体造形の
学生がアニメーションを創ることもあるし、逆にアニ
メーションの学生が、プロダクトを創ることもある。
こうした入口と出口での学生の興味関心の変化に学
生が柔軟に対応していくためにも、葉山先生は他の
コースの人たちとの人間関係を作れるかどうかが
ポイントであるという。こうした意味では、学部内で

この授業を設計する上で注意したことは、授業内容
を「大学での学び」、「大学での生活」、「キャリアデ
ザイン」の 3つの観点からの「支援」で組み立てる
ことであったという。というものも、これらの支援の
観点は、大学に入学してくる新入生が入学当初に抱
く主たる不安材料と直接リンクするからである。振り
返ってみると2011年度は良い意味でも悪い意味で
も、すべてを盛り込んだ総合オリエンテーション型
の初年次教育になったと説明した。
　授業運営としてのこの科目の特徴は、複数の教職
員で授業担当にあたったことが挙げられる。ラーニ
ング・ポートフォリオ作成の手引きなども行った。科
目担当者としての役割は担当回での授業の提供もあ
るが、それ以上に、それぞれの回の授業の設計から
運営までのコーディネーションが重要であった、など、
具体的な授業の側面について報告がなされた。

（３）報告に対する質疑ならびに全体討議の内容

　午前中の報告に対する質疑に関しては、それぞれ
の先生方の持ち時間が許す限り、午前中も受け付け
た。特に、真下先生の発表報告について、具体的
な授業手法や運営にかかわる質問が多数寄せられ
た。その多くは講義系授業の中で真下先生が使用し
た「スケッチブック」にかかわることであり、その関
心の高さがうかがわれた。その時の質問項目に関し
ては以下のとおりである。

■授業の中でどれぐらいの時間スケッチブックを使用
するのか。
■ディスカッションのグループ分けはどのようにするのか。
■グループ間でスケッチブックを覗く機会などはあるのか。
■グループ内で活躍する学生とそうでない学生が出
てくると思うが、評価はどのようにするのか。
■同じグループで、メンバーを変えるということはな
いのか。

　昼食を挟んで行われた午後のセッションでは、ま
ずは昼休みにフロアーの参加者に提出してもらった
質問票に応えるラウンドを1回行い、その後、フリー
にディスカッションを行った。コーディネーターとパネ
リストの先生方との昼のミーティングで、参加者が
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この分科会に参加してきた目的やそれぞれのコンテ
クストや立場が異なるゆえ、なるべくそれぞれの参加
者の皆さんの状況の説明や情報を提供してもらった
方が良い、という方針が固まった。フリーディスカッ
ションを行うに際しては、フロアーのほぼ全員に発言
を求めるよう意識した。参加者のみなさんにはそれ
に応えてもらい、数多くの質問・意見の交換がパネ
リストの先生方となされた。
　以下は午後のディスカッションで出された質問・意
見・要望である。

＜報告発表についての質問・意見＞

■創作オペレッタ創りでどのような資質・能力が養わ

れるとお考えですか。（垣内先生への質問）

■創作オペレッタを取り入れた「基礎セミナー」で他

の座学科目との違いが明確に表れるのは、どのような

点でしょうか。（垣内先生への質問）

■教育方法（教育工学）としてのスケッチブックの活

用が話題の中心になりましたが、なぜ、コメントカー

ドを改善してスケッチブックを使用するようになった

のか。（真下先生への質問）

■スケッチブックを使用するときのディスカッション

のテーマについて、具体的にどのように学生を誘導し

ているのか。（真下先生への質問）

■芸術系大学の学生ということで、スケッチブックに

絵的な表現を求めたり、学生の方からそれを希望する

ことはないのですか。（真下先生への質問）

■「表現ナビ」の次の段階として「表現ゼミ」を構想

されているということですが、具体的にはどのような

内容を計画中でしょうか。（葉山先生への質問）

＜全体討議での質問・意見＞

■「芸術・表現系リテラシー」とは何か。

■個人的な意見ですが、一年前期は、入試直後のため、

歴史にも知識があり、小論文の対策をしていたり、国

語の勉強や新聞コラムを読んでいた者が多く、文章表

現力は少しあると思う。ではなぜ、大学で 4年間過ご

すと文章が書けなくなるのでしょうか。

■表現系学生は「普通」のタイプではなく社会人基礎

力が低いと思われているが、実際にそうなのだろうか。

■教員世代よりも現在は（ファインアート系でも）コ

ミュニケーションや協調性が必要になっていると思わ

れる。しかしどこも大人数で押し込めるような授業で

やり過ごしているようだ。それを教えることへの不信

が教員の中にあるのではないか。

■この分科会の主題としては、「芸術系大学で専
門以外に何を学ぶべきか？」、そして「学生が身に
つけるべき言葉での表現力とは？」というところに
行きつくと思われます。自分の作品や演奏を「た
だ示す」だけで生きていける芸術家は今日少ない
（ほぼいない？）からです。この点についてパネリ
ストの先生方のご意見を聞きたい。
■スキルは資質として生まれながらに持ち合わせ
ているもの、テクニックは学べば身につくもので
あり、リテラシーはこの２つの側面を持っている。
したがって資質の部分を教えることは難しい。
■オムニバス形式の授業のマイナス面を克服する
にはどうしたら良いか。
■「表現系」という用語には「体育系大学」も含
まれるので、ぜひ、体育系を意識した分科会も
開催してほしい。
■女子学生へのライフデザインについて、初年次
教育に盛り込まれているかどうか。
■初年次教育の内容、教養教育の内容の必要性
をどのように学生に伝えるか。
■アカデミックならびにスチューデントスキルを身
につけることの重要性を初年次以降に、あるいは
専門教育担当の「教員」にいかにして伝えるか。
■就職戦線では、どの業種でも学生のクリエイ
ティブな部分が試されており、その面では、表現
系の大学の学生は強いはずであるが、書類選考
で落とされており、最後の選考まで残っていない
ことに対して、企業側へ不信を感じる。
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音楽領域専攻学生に身につけてもらいたい資質・知識・能力
京都教育大学 教育学部音楽科 教授 垣内　幸夫
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♫ᩍ⫱ศ㔝࡛ᆅᇦ࠸ᗈࡢ➼⩦㸪Ꮫᰯᩍ⫱㸪♫఍ᩍ⫱㸪⏕ᾭᏛࡋᡂ⫱ࢆ㆑㸪᝟᧯㸪ែᗘ▱ࡢ࡚

఍࡟㈉⊩࡛ࡿࡁேᮦࢆ㣴ᡂࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࠖࡍ ࣑ࢭ♏ᇶࡿࡍᢸᙜࡀ⚾ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜

ࠋࡿ࠶࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ⫱ᖺḟᩍึࡓࡋ࡟㇟ᑐࢆ⏕Ꮫࡢ⛉㡢ᴦࠊࡣᤵᴗࡢ㸦㡢ᴦ㡿ᇦ㸧࣮ࢼ

ᮏᤵᴗࠋࡿࡍ௓⤂࡟⡆༢࡚࠸ࡘ࡟ᤵᴗ࡚ࡗࡑ࡟グ㏙ෆᐜࡢ㸦2012ᖺᗘ㸧ࢫࣂࣛࢩ࡟௨ୗࠉ

ࠋࡿ࠶ᚲಟᤵᴗ࡛ࡢᖺḟ๓ᮇึࠊẖᖺ㸯㸳㹼㸴ே⛬ᗘ࡛ࡣᩘ⏕ㅮཷࡢ

ᤵᴗࡢᴫせ

ᇶ♏࣮ࢼ࣑ࢭ㸦㡢ᴦ㡿ᇦ㸧࡛ࠕࡣ኱Ꮫ࡛ࡢᏛࡧ᪉ 㸦ࠖᅗ᭩㤋ࡢ฼⏝ἲ࣭ࡾྲྀࡢࢺ࣮ࣀ᪉࣭ࣞ

ࢆ᪉ἲ➼㸧ࡢࢺ࣮࣋࢕ࢹ᪉࣭ࡁ᭩ࡢ᪉࣭ᴦ㆕ࡁ᭩ࡢࢺ࣮࣏௙᪉࣭ࣞࡢ⾲᪉࣭Ⓨࡁ᭩ࡢ࣓ࣗࢪ

୰ᚰ࡟Ꮫ⩦ࠋࡿࡍ㡢ᴦ㡿ᇦᑓᨷ࡛ࡣ஫࡟࠸༠ຊ࡚ࡗ࠶ࡋ๰సࢆࢱࢵࣞ࣌࢜ไసࡿࡍ₇ୖࠊࡋ

ࠋࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟ே㛫࡜㡢ᴦ࡚ࡋ㏻ࢆ࡜ࡇ

ᤵᴗࡢ฿㐩┠ᶆ

኱Ꮫ࡛ࡢᏛࡧ᪉ࢆ⌮ゎࠋࡿࡍ

ඹྠ࡛㡢ᴦసရࢆ๰సࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ₇ୖࡋᏛᰯᩍ⫱ࡿࡅ࠾࡟㡢ᴦࡢព࿡࡜ᶵ⬟࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟

ࠋࡃ࠸࡚

ᤵᴗィ⏬

㸯㸬ࢸ࢚ࣥࣜ࢜㸫ࠉࣥࣙࢩ㸰㸬ᅗ᭩㤋ࡢ฼⏝ἲ㸦඲㡿ᇦඹ㏻㸧ࠉ㸱㸬▱ⓗ㈈⏘ᩍ⫱࡚࠸ࡘ࡟

ⴭసᶒࡪᫎീ࡛Ꮫࠕ 㸦ࠖ඲㡿ᇦඹ㏻㸧ࠉ㸲㸬௻⏬࣭ࡿࡍ㢟ᮦࢆ㑅ࡪ㸦ᅗ᭩㤋ࡢ฼⏝ἲ࣭Ⓨ⾲

࣮࣏᪉࣭ࣞࡁ᭩ࡢ࣓ࣗࢪ㸦ࣞࡿࡵỴࢆᙺ๭࣭ࡿసࢆ㸳㸬⬮ᮏࠉ᪉ἲ㸧ࡢࢺ࣮࣋࢕ࢹ௙᪉࣭ࡢ

ྎ⯙㸶㸬ࠉ᪉㸧ࡁ᭩ࡢ㸦ᴦ㆕ࡿࡍ㸵㸬⦅᭤ࠉ᪉㸧ࡁ᭩ࡢ㸦ᴦ㆕ࡿࡍ㸴㸬స᭤ࠉ᪉㸧ࡁ᭩ࡢࢺ

௙᪉㸧ࡢ⾲㸦Ⓨࡿࡍ⩦⦏㸯㸮㸬ࠉ௙᪉㸧ࡢ⾲㸦Ⓨࡿࡍ㸷㸬₇ฟࠉ௙᪉㸧ࡢ⾲㸦Ⓨࡿ๰ࢆ

㸯㸯㸬ୖ₇ࡿࡍ㸦Ⓨ⾲ࡢ௙᪉㸧ࠉ㸯㸰㸬㚷㈹ࡿࡍ㸦ࡾྲྀࡢࢺ࣮ࣀ᪉࣭ࣞࡢ࣓ࣗࢪ᭩ࡁ᪉㸧

㸯㸱㸬グ㘓ࡿࡍ㸦ࡾྲྀࡢࢺ࣮ࣀ᪉࣭ࣞࡢࢺ࣮࣏᭩ࡁ᪉㸧ࠉ㸯㸲㸬⥲ᣓࡿࡍ㸦ࡾྲྀࡢࢺ࣮ࣀ᪉࣭

⩏ᩍ⫱ⓗពࡢࢱࢵࣞ࣌࢜㸯㸳㸬๰సࠉ᪉㸧ࡁ᭩ࡢ࣓ࣗࢪࣞ

ඹࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿⏕ࢆຊ⬟࡜ಶᛶࡢࡾ࡜ࡦᏛ⏕୍ேࠕࡣᤵᴗ࡛ࡢ㸦㡢ᴦ㡿ᇦ㸧࣮ࢼ࣑ࢭ♏ᇶࠉ

ྠసᴗ࡚ࡗࡼ࡟♫఍ᛶ࣭༠ㄪᛶࠋࠖࡴ⫱ࢆ ࡣࢱࢵࣞ࣌࢜ࡓࡋ๰సࡀ⏕ㅮᏛཷࠊࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇ

ẖᖺᮏᏛㅮᇽ࡚࠸࠾࡟බ㛤࡛ୖ₇ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

➨ࠉ �ศ⛉఍࡛ࡢࡇࡣᤵᴗࡢලయⓗෆᐜ࡚࠸ࡘ࡟ヲ⣽࡟ሗ࿌ࠊࡋ㡢ᴦࢆᑓᨷࡿࡍᏛ⏕࡟㌟࡟

ࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟㈨㉁࣭▱㆑࣭⬟ຊ࠸ࡋ࡯࡚ࡅࡘ

㸨ཧ⪃ᩥ⊩㸸ᇉෆᖾኵ௚ⴭࠗࢆࢱࢵࣞ࣌࢜๰࠺ࢁ 㸦࠘ࡓࡁฟ∧ᰴᘧ఍♫1989ࠊᖺ㸧
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芸術系大学における初年次教育の取り組み
京都文教短期大学 幼児教育学科 講師 真下　知子

㛵すࡢ . ⱁ⾡኱Ꮫ㸪⨾⾡Ꮫ㒊࡚࠸࠾࡟ ���� ᖺᗘࡾࡼヨ⾜ࡿ࠸࡚ࢀࡉඹ㏻ᇶ♏⛉┠ࠕᇶ

♏᝟ሗᏛ࡛ࠖࡣ㸪⨾⾡Ꮫ㒊ࡢᏛ⏕࡟ᚲせ࡞᝟ሗࣔࣛࣝ㸪▱ⓗᡤ᭷ᶒ㸪ಶே᝟ሗ➼ࡢព㆑ࡢ

ຊ㸪⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸪ࢀධࡾྲྀࢆ⩦Ꮫ࣒࣮ࢳ㸪ࡾࡼ㸪㛤ㅮ᫬࡟ࡶ࡜࡜ࡍࡊࡵࢆୖྥ

ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࡓࡋࡊࡵࢆୖྥࡢᤵᴗタィ㸪ᐇ㊶ࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆᮏ✏࡛ࡣ㸪㛤ㅮ᫬ࡽ࠿⌧ᅾ

᪂ࡢ㸪௒ᖺᗘ࡟ࡽࡉࠋࡿ࡭㏙ࢆᴫせࡢࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡋࡊࡵࢆᤵᴗᨵၿࡧࡼ࠾ᐇ㊶ෆᐜࡢ࡛ࡲ

᝟ሗࡢࡑ㸪ࡋእᅾ໬ࢆ࠼⪄ࡢᏛ⩦㸦ಶே࣒࣮ࢳࡓࡋ⏝άࢆࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫࡿ࠶࡛ࡳヨ࡞ࡓ

⏕Ꮫࡸάᛶ໬ࡢ⩦㸪༠ാᏛࡋ௓⤂ࢆ㊶ᐇࡢά⏝㸧ࡢࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫࡢ࡚ࡋ࡜ሙࡿࡍඹ᭷ࢆ

ྠኈࡢ┦஫స⏝ࡿࡼ࡟Ꮫ⩦ࡓࡋࡊࡵࢆࡾࡲ῝ࡢᤵᴗタィ㸪ෆᐜ㸪᪉ἲࠋࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ

኱Ꮫ඲ධ᫬௦ࢆ㏄ࡓ࠼௒᪥㸪ಶࡢࠎ኱Ꮫࡢ

≉ᛶࡸᏛ⏕ࡧࡼ࠾ࢫࢿ࢕ࢹࣞࡢᏛ⩦Ṕ࡟༶ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀ⫱ᖺḟᩍึࡓ

Kⱁ⾡኱Ꮫ㸪⨾⾡Ꮫ㒊࡚࠸࠾࡟㸪2007ᖺ

ᗘࡽ࠿ヨ⾜ࠕࡿ࠸࡚ࢀࡉᇶ♏᝟ሗᏛࠖࡣ㸪⨾

⾡Ꮫ㒊ࡢᏛ⏕࡟ᚲせ࡞᝟ሗά⏝⬟ຊࡕ࠺ࡢ㸪

ಖࡢ᝟ሗࣔࣛࣝ㸪▱ⓗᡤ᭷ᶒ㸪ಶே᝟ሗ࡟≉

ㆤ➼࡟㛵ࡿࡍ▱㆑ࢆ㣴࡟ࡶ࡜࡜࠺㸪࣮ࣛࣥࢽ

ึࡍࡊࡵࢆᡂ⫱ࡢࣝ࢟ࢫࢳ࣮ࢧ㸪ࣜࣝ࢟ࢫࢢ

ᖺḟᩍ⫱࡚ࡋ࡜఩⨨࡙ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ㸪➹⪅ࡣ

㠀ᖖ໅ㅮᖌࢆ┠⛉ࡢࡇ࡚ࡋ࡜ᢸᙜࠋࡿ࠸࡚ࡋ

௨๓ࡓࡁ࡚ࢀࡲ⤌ࡾྲྀࡽ࠿ᑓ㛛ᇶ♏ᩍ⫱࡜

࡭ࡿࡅ௜࡟㌟࡟ᖺḟ୍ࡀ⏕Ꮫࡢ㸪ᮏᏛ࡟ูࡣ

ࡿࡍ㆟ㄽ࡟ࡶ࡜࡜ᑓ௵ᩍဨࢆ࠿ఱࡣ࡜ຊ⬟ࡁ

୰࡛㸪≉࡟㔜どࡣࡢࡓࡁ࡚ࡋ㸪࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ᚑࠋࡿ࠶ᡂ࡛⫱ࡢຊ㸪ၥ㢟ゎỴ⬟ຊ⬟ࣥࣙࢩ

᮶㸪ไసάືࡣ⌧⾲ࡿࡅ࠾࡟⮬ᕫࢪ࣮࣓࢖ࡢ

ไస⪅ഃࡶ࡛ࡲࡃ࠶㸪ࡾ࠶ල⌧໬࡛ࡢ࠸ᛮࡸ

㸪ࡋ࠿ࡋࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜᝟ሗⓎಙࡢࡽ࠿

୍⯡♫఍ࡣ࡚࠸࠾࡟㸪᝟ሗࡅཷࡢᡭࡀᖖ࡟Ꮡ

ᅾࢆ࡜ࡇࡿࡍព㆑ࡋ㸪ཷࡅᡭࡢ❧ሙࡓࡗ❧࡟

⾲⌧࣭Ⓨಙࡢ᪉ἲࢆ⩦ᚓࡀ࡜ࡇࡿࡍᚲせ࡛࠶

ࡆᗈࡾ⧞௒᪥࡚࠸࠾࡟ศ㔝ࡢ⾡⨾㸪ࡓࡲࠋࡿ

㸪ࡣ࡚࠸࠾࡟άື࡞ከᵝ࡛ᅜ㝿ⓗࡿ࠸࡚ࢀࡽ

సရࢆ௚⪅࡟ఏࡿ࠼ຊ㸪௚⪅࡜༠ྠ࡛ఱࢆ࠿

๰సࡾࡓࡋ㸪௻⏬ࡿࡍࡾࡓࡋຊࡀồࠋࡿࢀࡽࡵ

㸰㸬⨾⾡Ꮫ㒊ึࡿࡅ࠾࡟ᖺḟᩍ⫱ࡢヨ⾜

㸦㸯㸧ࠕᇶ♏᝟ሗᏛࠖࡢෆᐜ࣭᪉ἲ

ᮏᤵᴗࡣࢫࣂࣛࢩࡢ᝟ሗ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡜

㸪ⴭసᶒ㸪࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡢ㸪᝟ሗ♫఍ࣥࣙࢩ

⫝̸ീᶒ㸪ಶே᝟ሗ࡞ࡽ࠿➼࣮ࢩࣂ࢖ࣛࣉ࡜

㸧ࠋࡿࡍ♧ᙜ᪥ᥦࡣ㸦ヲ⣽ࠋࡿ

ㅮ⩏࡚ࡗࡼ࡟᝟ሗ㛵㐃ࡢᇶ♏ⓗ࡞▱㆑ࢆ

⩦ᚓࡓࡋᚋ㸪㌟㏆ࡆୖࡾྲྀࢆࢡࢵࣆࢺ࡞㸪

㸪ࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࡢ࡛࣒࣮ࢳ

㸪࡚ࡋ࡜ࣝ࢟ࢫࢳ࣮ࢧ㸪ࣜࣝ࢟ࢫࢢࣥࢽ࣮ࣛ

ࡶ࡚࠸ࡘ࡟᪉ἲࡢ⾲Ⓨࡸ᪉ࡁ᭩ࡢࢺ࣮࣏ࣞ

Ꮫࡧ㸪ಶேࢺ࣮࣏ࣞࡿࡼ࡟సᡂ࡟࣒࣮ࢳࡸ

ࢆࢫࢭࣟࣉࡢ࡛ࡲ⾲Ⓨࡽ࠿タᐃ࣐࣮ࢸࡿࡼ

㏻࡚ࡋ㸪ၥ㢟ゎỴ⬟ຊ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡧࡼ࠾

ࠋࡿᅗࢆᡂ⫱ࡢຊ⬟ࣥࣙࢩ

㸦㸰㸧ᤵᴗࡢ᪉ἲ

ձᑐ㇟㸸⨾⾡Ꮫ㒊㸪୺࡟ � ᅇ⏕㸪���� ᖺᗘ

Ⓩ㘓⪅ ��� ྡ㸦⨾⾡⛉ ��ྡ ⛉ࣥ࢖ࢨࢹ�

�� ྡ � ᕤⱁ⛉ �� ྡ � ⥲ྜⱁ⾡Ꮫ⛉ �ྡ㸧

ղ᫬㛫ᩘ㸸㐌㸯࣐ࢥ㸦�� ศ㸧࣭ ༙ᮇ

ճᤵᴗᙧែ㸸ㅮ⩏࣭₇⩦ ���� ⩦㺟㺎㺯Ꮫࡢྡ �
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㸱㸬◊✲ࡢ⤒㐣

๓㏙࡟࠺ࡼࡢ㸪ᮏᤵᴗ࡛ࡣᇶ♏ᩍ⫱࢟ࣜ࢝

ຊ㸪⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡟≉㸪࡚ࡋ࡜࣒ࣛࣗ

ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࡢ⫱ᡂࢆ㔜どࡓࡋᤵᴗタィ࣭ᐇ

㸪ẖᖺ㸪࡛ࡲᅾ⌧ࡽ࠿㸪㛤ㅮࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ㊶

どⅬࢆኚ࡚࠼ㄪᰝ࣭◊✲ࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ◊✲

⾲ࢆ㐣⤒ࡢ ࠋࡍ♧࡟1

⾲ 㐣⤒ࡢ✲◊ࠉ�

���� ᤵᴗෆᐜ ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

���� ᤵᴗホ౯ ᩍ⫱ຠᯝ࣭ᨵၿⅬ

���� ᤵᴗ᪉ἲ Ꮫ⏕ࡢ࡜཮᪉ྥࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᤵᴗ

���� Ꮫ⏕ࡢព㆑ ึᖺḟ �๓ᮇ ᢕᥱࡢព㆑ኚ໬ࡢ⏕Ꮫࡢ�

���� ᤵᴗ᪉ἲ
ࢆάᛶ໬ࡢ⩦༠ാᏛࡿࡼ࡟࣒࣮ࢳ
ࡅ࠿ࡁാࡓࡋࡊࡵ

2007 ᖺᗘࡣඹ㏻ᇶ♏ᩍ⫱ࡢ࡚ࡋ࡜ᮏᤵᴗ

2008ࠋࡓࡗ⾜ࢆウ᳨ࡢ㸪ෆᐜ࣭᪉ἲࡅ࡙⨨఩ࡢ
ᖺᗘࡣ㸪ᤵᴗホ౯ࡢࢺ࣮ࢣࣥ࢔ศᯒࢆ㏻࡚ࡋ㸪

タᐃ࣐࣮ࢸࡿࡍႏ㉳ࢆ࿡࣭㛵ᚰ⯆ࡢ⪅ㅮཷࠕ 㸪ࠖ

⩦ㅮ⩏ෆᐜ㸪Ꮫࡓࡋ㓄៖࡟Ꮫ⩦Ṕࡢ⪅⩦Ꮫࠕ

ᙧែࡢᕤኵࠖࡀ࡝࡞ㄢ㢟ࠋ�ࡓࢀࡽࡆ࠶࡚ࡋ࡜

2009ᖺᗘࡣ㸪Ꮫ⏕ࡀグ㏙ࢻ࣮࢝ࢺ࣓ࣥࢥࡿࡍ

㔜ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢࢺ࣓ࣥࢥ㸪ࡾࡼศᯒ࡞㉁ⓗࡢ

どࡢࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡓࡋ㔜せᛶࡸಶࡢࠎᏛ⏕

2010ࠋ　ࡓࢀࡉ၀♧ࡀᚲせᛶࡢᨭ᥼ࡓࡌᛂ࡟
ᖺᗘࡣ㸪ධᏛ᫬ࡽ࠿๓ᮇ⤊஢᫬༙ࡢ࡛ࡲᖺ㛫

࠸㐪ࡢ⏕኱Ꮫ࡜⏕㧗ᰯࠕ࡟ ࢹ㸪ᕤⱁ㸪⾡⨾ࠕࠖ

▱࡞㸪ᑓ㛛ⓗ࡚ࡗ࡜࡟ᑓ㛛ᐙࡢ࡝࡞ࣥ࢖ࢨ

㆑࣭ᢏ⬟௨እ࡟ᚲせ࡞ຊࠖ➼࡟㛵࡚ࡋ㸪Ꮫ⏕

㸪ࡋㄪᰝࢆ࠿ࡿࡍኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀ᪉࠼⪄ࡢ

ⱁ⾡⣔኱ᏛࡢᏛ⏕ࢆᑐ㇟ึࡓࡋ࡜ᖺḟᩍ⫱࡟

ࠋ　�ࡓࡋウ᳨ࢆ᪉ἲࡸෆᐜ࠺ᢅ࡚࠸࠾

㸲㸬㸰㸮㸯㸯ᖺᗘ㸪ࢆࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫά⏝

㊶ᐇࡢ⩦Ꮫ࣒࣮ࢳࡓࡋࠉࠉ

㸦㸯㸧ࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫ฼⏝ࡢ┠ⓗ

㛤ㅮ᫬ࡽ࠿ ���� ᖺᗘ࡛ࡲ㸪୺࡟ᩍဨࡢ࡜

ࡁ࡚ࡋ⏝ά࡚ࡋ࡜ᡭẁࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࢆࢻ࣮࢝ࢺ࣓ࣥࢥࡓ ���� ᖺᗘࡣ㸪ࢳࢵࢣࢫ

ࡿࡍෆ࡛ඹ᭷࣒࣮ࢳ㸪ࡅ௜ࡾ㈞࡟ୖࢡࢵࣈ

άᛶ໬㸪ࡢࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ㸪ࡾࡼ࡟࡜ࡇ

࡟᝟ሗࠖࠕ࡜ࡾࡲ῝ࡢ⪄ᛮࡢࠎಶࡣ࡟ࡽࡉ

㛵ࡿࡍព㆑ࠋࡓࡋ࡜࠸ࡽࡡࢆୖྥࡢ

㸦㸰㸧≉ᚩ࡜฼⏝᪉ἲ

ձࡢࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫ௙ᵝ㸸$� ∧

ղ฼⏝᪉ἲ

࣭� �㸦࣒࣮ࢳ 㹼 � ྡ㸧࡟ � ෉ࡋ࡜㸪ᤵᴗࡢ

࡚ࡋ㓄ᕸ࡟ึ᭱ �⤊஢ᚋ࡟ᅇ཰ࠋࡿࡍ

࣭ಶே࠼⪄ࡢ㸪ពぢ㸪ࡢ࡛࣒࣮ࢳ㆟ㄽࡢὶ

ࠋࡿࡍグධࢆࡵ࡜ࡲ㸪ࢀ��

ճᮇᚅࡿࢀࡉᶵ⬟

࣭ಶேࡢ㢌࡟ᾋࡔࢇ࠿஦᯶ࢆẼ㍍࡟እᅾ໬

እᅾ໬㸧ࡢ⪄㸦ᛮࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ࡛ࢇᅖࢆࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫ࣭

ࢆ஦᯶ࡓ࠼⪄ࡀࠎ㸪ಶࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࣥ

ඹ᭷࡛ࠋࡿࡁ㸦ពぢࡢඹ᭷㸧

࣭ึᅇ᭱ࡽ࠿⤊ᅇ࡛ࡲ㐃⥆࡚ࡋグ㘓ࡀṧࠋࡿ

ᩍဨࡶຓゝࢆồࡓࢀࡽࡵ㝿㸪ࡢ࡛ࡲࢀࡑ

㆟ㄽࡢὶࡀࢀᢕᥱࠋ࠸ࡍࡸࡋ㸦グ㘓㸧

ࡀ࡜ࡇࡿ㏉ࡾ᣺࡟㝿࡞㸪ᚲせ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ࣭

㸧࢛࢜ࣜࣇࢺ࣮࣏ࣉ࣮ࣝࢢ㸦ࠋࡿࡁ࡛

㸦㸱㸧ࡢࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫ฼⏝࡟㛵ࡿࡍ

ᐇ᪋ࡢࢺ࣮ࢣࣥ࢔

ᤵᴗ᭱ࡢ⤊᪥࡟㸪ࡢࢡࢵࣈࢳࢵࢣࢫ౑࠸຾

ᡭ㸪౑࠸᪉ࡢኚ໬㸪㆟ㄽࡢሙ࡚ࡋ࡜ά⏝࡛ࡁ

ㄪࢺ࣮ࢣࣥ࢔࡟㇟ᑐࢆ⏕㸪Ꮫ࡚࠸ࡘ࡟➼࠿ࡓ

ᰝࢆᐇ᪋ࠋࡓࡋ⤖ᯝ࡚ࡋ࡜㸪ᮏᐇ㊶ࡢᩍ⫱ຠ

ᯝࡧࡼ࠾ᨵၿⅬࡀ♧၀ࠋ　ࡓࢀࡉヲ⣽࠸ࡘ࡟

ࠋࡿࡍᙜ᪥ሗ࿌ࡣ࡚

1 ┿ୗ�▱Ꮚ���ᶓ⏣�Ꮫ���୰ᮧ�༤ᖾ㸪ࠕⱁ⾡⣔኱Ꮫࡿࡅ࠾࡟
ึᖺḟᩍ⫱ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 㸪ࠖி㒔ᕷ❧ⱁ⾡኱Ꮫ⨾⾡Ꮫ㒊◊✲⣖
せ�������SS������������
2 ┿ୗ▱Ꮚ㸪ᶓ⏣Ꮫ㸪୰ᮧ༤ᖾ㸪ࠕⱁ⾡⣔኱Ꮫึࡿࡅ࠾࡟ᖺḟ
ᩍ⫱ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ�ࠉ��㸫Ꮫ⏕ࡽ࠿ࢺ࣓ࣥࢥ᥈ࡿᤵᴗᨵၿࡓࡢ
᪉⟇㸫୍ࡢࡵ 㸪ࠖி㒔ᕷ❧ⱁ⾡኱Ꮫ⨾⾡Ꮫ㒊◊✲⣖せ�������
�����������
3 ┿ୗ▱Ꮚ㸪୰ᮧ༤ᖾ㸪ᶓ⏣Ꮫ㸪ࠕⱁ⾡⣔኱Ꮫึࡿࡅ࠾࡟ᖺḟ
ᩍ⫱ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ Ꮫ⏕ಶࡿࡅ࠾࡟๓ᮇ⤊஢᫬࡜㸫ධᏛ᫬ࠉ���
㸫࡚࠼ࡲࡩࢆẚ㍑ࡢู 㸪ࠖி㒔ᕷ❧ⱁ⾡኱Ꮫ⨾⾡Ꮫ㒊◊✲⣖
せ������������������
4 ┿ୗ▱Ꮚ㸪୰ᮧ༤ᖾ㸪ᶓ⏣Ꮫ㸪ࠕⱁ⾡⣔኱Ꮫึࡿࡅ࠾࡟ᖺḟ
ᩍ⫱ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ ࡵࢆάᛶ໬ࡢ⩦༠ാᏛࡿࡼ࡟࣒࣮ࢳ㸫ࠉ���
㸫ࡅ࠿ࡁാࡓࡋࡊ 㸪ࠖ᪥ᮏᩍ⫱ᕤᏛ఍➨ �� ᅇ඲ᅜ኱఍㸪
SS��������㸪����
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京都精華大学2011年度開講 共通必修科目 「表現ナビ」について
京都精華大学 デザイン学部建築学科 教授 葉山　　勉

⣔ิ 䠖ඹ㏻ᩍ⫱⛉┠䠋ᒚಟᏛ⏕ 䠖ⱁ⾡ 䞉䝕䝄䜲䞁 䞉 䝬䞁䜺Ꮫ㒊䠍ᖺ⏕䠋༢఩ 䠖ᚲಟ䠎༢఩

䝃䝤䝍䜲䝖䝹 䠖 䚷䛂ி㒔⢭⳹኱Ꮫ䛷Ꮫ䜆䛃

ᤵᴗ䛾ᴫせཬ䜃┠ⓗ 䠖

኱Ꮫ䛷䛾Ꮫ䜃䜢⌮ゎ䛧䚸 ពḧⓗ䛻኱Ꮫ⏕ά䜢㏦䜛䛯䜑䛾ᇶ♏䜢䛴䛟䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䚹

ி㒔⢭⳹኱Ꮫ䛾Ꮫ⏕䛸䛧䛶㌟䛻╔䛡䛶䛚䛟䜉䛝ᇶᮏⓗ䛺▱㆑䜔䝬䝘䞊䜢Ꮫ䜃䚸 Ꮫ⩦䛩䜛䛯䜑

䛻ᚲせ䛺ᇶ♏ⓗ䛺ጼໃ䛸ᢏ⬟䜢ಟᚓ䛩䜛䚹 ௚Ꮫ㒊䛷ᒎ㛤䛥䜜䜛ᩍ⫱ෆᐜ䜢▱䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶⮬

㌟䛾⯆࿡䛾ᖜ䜢ᗈ䛢䚸 䠐ᖺ㛫䛾ぢ㏻䛧䛸ᑗ᮶䛾┠ᶆ䜢❧䛶䜛䚹

฿㐩┠ᶆ 䠖

(1) ኱Ꮫ䛾Ṕྐ䜢▱䜚䚸 ኱Ꮫ䛾ᵓᡂဨ䛷䛒䜛䛣䛸䜢⮬ぬ䛩䜛

(2) ඘ᐇ䛧䛯኱Ꮫ⏕ά䜢ၥ㢟䛺䛟㐣䛤䛩䛯䜑䛾ᇶ♏▱㆑䜢⌮ゎ䛩䜛

㻔㻟㻕㻌 ௚⪅䛸෇⁥䛻䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢ྲྀ䜚䚸 ⮬㌟䛾⪃䛘䜢⾲⌧䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

(4) 䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲䞁䛾ᴫᛕ䜢⌮ゎ䛧䚸 ኱䜎䛛䛺䝥䝷䞁䜢ᵓ⠏䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

ᤵᴗ䛾≉㛗 䠖

䐟䝏䞊䝮䝔䜱䞊䝏䞁䜾 䞉ཧຍᆺᤵᴗ䚸 䐠ྛᏛ㒊ᩍဨཧຍ䚸 䐡஦ົᒁ⫋ဨཧຍ䚸

䐢䝷䞊䝙䞁䜾 䞉 䝫䞊䝖䝣䜷䝸䜸సᡂ䚸 䐣඲ᅇබ㛤ᤵᴗ 䞉ᫎീグ㘓

ᤵᴗෆᐜ 䠖

ᅇ 䝍䜲䝖䝹 ෆᐜ Ꮫෆᢸᙜ

䠍
䜺䜲䝎䞁䝇

䐟㻌 䜺䜲䝎䞁䝇 䠄㻝㻜 ศ䠅䚷⛉┠䛾఩⨨䛵䛡 䞉௚ 䠖 䚷㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ
䐠㻌 䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ 䠄䠎㻜 ศ䠅 䠖 ⚟ᒸᐊ㛗䚷䠬䠬䛻䛶䜽䝸䝑䜹䞊㉁ၥ䠍䠑ၥ
䐡㻌 䛂௒䚸 Ẽ䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛃䚷ྛ⮬グධ 䠄䝇䝔䝑䝥 㻝䚷㻞㻜 ศ䠅 䠖 ⴥᒣ
䐢㻌 䝁䞊䝇䛾␗䛺䜛ே㐩䛸 䠄䠑ே⛬ᗘ䠅 ពぢ஺᥮䚷䠄䝇䝔䝑䝥䠎䚷㻡ศ㽢 㻠䠙

㻞㻜 ศ䠅
䐣㻌 ྛ⮬ឤ᝿グධ 䠄䝇䝔䝑䝥䠏䚷㻝㻜 ศ䠅䚷䊻䚷䠳䠯 䠖 䠍䚷ᥦฟ
䐤㻌 䜎䛸䜑 䠖 䚷㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ

Ꮫ㛗ᐊ 䞉ᩍົ㒊

䠎
Ꮫ⏕⏕ά䛸
♫఍䠉䐟

䐟㻌 䛿䛨䜑䛻 䠄㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ䠅䚷㻡 ศ
䐠㻌 Ᏻ඲ 䞉Ᏻᚰ䛺Ꮫ⏕⏕ά䚷 䠖 Ꮫ⏕ㄢ䚷ᓥᓮㄢ㛗 䠄㻣㻜 ศ䠅
䐡㻌 䛚䜟䜚䛻 䠄㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ䠅䚸 䝁䝯䞁䝖グධ䚷㻝㻜 ศ
䚷㓄ᕸ㈨ᩱ 䠖 ୍ேᬽ䜙䛧䝬䝙䝳䜰䝹䚸 ⸆≀ၨⓎ䚸 ┦ㄯ఍᱌ෆ

Ꮫ⏕㒊

䠏 䝉䜲䜹Ꮫ䠉䐟

䐟㻌 䛿䛨䜑䛻 䠄㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ䠅䚷㻡 ศ
䐠㻌 Ṕྐㅮ⩏ 䠖ᑐㄯ㻌㻌㉥ᆏ 㼢㼟㻚 ᆤෆ 䠖ྖ఍⚟ᒸ 䠄㻣㻜 ศ䠅䚷๰タᮇ䡚
䐡㻌 䛚䜟䜚䛻 䠄㧗ᶫ 䞉ⴥᒣ䠅䚷㻡 ศ
䐢㻌 ⮬⏤⮬἞䛸䛿䠛ឤ᝿ᩥ䚷ྛ⮬グධ 䠄㻝㻜 ศ䠅㻌

Ꮫ㛗ᐊ
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䠐
኱Ꮫ䛷Ꮫ䜆

䠉䐟

䐟㻌 䛿䛨䜑䛻 䠄㧗ᶫ䠅 㻡 ศ䚷䠉䚷䠎䡚䠏ᅇ䛾᣺䜚㏉䜚
䐠㻌 ኱Ꮫᤵᴗ 䞉ヨ㦂䛻㛵䛩䜛ᐇ⏝ⓗ䜺䜲䝗 䠄すཱྀ䠅 㻠㻜 ศ
䐡㻌 ༢఩ไᗘ䛾⌮ゎ 䠄すཱྀㄢ㛗䠅䚷㻟㻜 ศ
䐢㻌 䛚䜟䜚䛻 䠄ⴥᒣ䠅䚸 䝁䝯䞁䝖グධ䚷㻝㻜 ศ

ᩍົ㒊

䠑 ⾲⌧ㄽ䠉䐟
䐟㻌 䝜䞊䝖 䞉 䝔䜲䜻䞁䜾䠇ឤ᝿ᩥㄝ᫂ 䠄㻞㻜 ศ䠅
䐠㻌 䜰䞊䝖䛾ୡ⏺䚷ㅮ⩏ 䠄㻞㻡 ศ䠅䚸 䝬䞁䜺䛾ୡ⏺䚷ㅮ⩏ 䠄㻞㻡 ศ䠅
䐡㻌 ឤ᝿ᩥ⏝ୗ᭩䛝䝯䝰సᡂ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䛆ᐟ㢟 䠖ឤ᝿ᩥ䛇

ⱁ⾡ᩍဨ
䢋䢙䡲䢚ᩍဨ

䠒
䡳䡨䢔䡭䡿䢚䡷䢚䡮䢙

䠉䐟

䐟㻌 䝉䜲䜹Ꮫ⏕䛾ྍ⬟ᛶ 䠄ᕝ➃ඛ⏕䠅䚷㻠㻜 ศ
䐠㻌 䛂䜟䛯䛧䛿䛣䜣䛺ே䟿䛃 グධ 䠄㻝 䠌ศ䠅
䐡㻌 䝸䝣䝺䞊䝭䞁䜾ㄝ᫂ 䠄㻡 ศ䠅
䐢㻌 䜾䝹䞊䝥ពぢ஺᥮䠇ྛ⮬グධ 䠄㻟㻜 ศ䠅䚷

ᑵ⫋㒊

䠓
Ꮫ⏕⏕ά䛸
♫఍䠉䐠

䐟㣧㓇ၥ㢟䛻䛴䛔䛶 䠄Ꮫ⏕ㄢ㛗䠅䚷㻞㻜 ศ
䐠䚷䜾䝹䞊䝥䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䚷䠄ㄌ⏕᪥Ꮫ⏕䜾䝹䞊䝢䞁䜾䠇ඛ㍮䠅

Ꮫ⏕㒊
Ꮫ཭఍

䠔 䝉䜲䜹Ꮫ䠉䐠
䐟㻌 ㅮ⩏ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚷䠍䠕䠕䠌ᖺ௦䡚⌧ᅾ
䐠㻌 ⫋ဨ䝏䞊䝮䛻䜘䜛䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁 䠄㻠㻜 ศ䠅
䐡㻌㻌䜾䝹䞊䝥ពぢ஺᥮ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚸㻌䐢㻌ྛ⮬䜎䛸䜑 䠄㻝㻜 ศ䠅

Ꮫ㛗ᐊ
ᗈሗ㒊

䠕
኱Ꮫ䛷Ꮫ䜆

䠉䐠

䐟㻌 䛭䜒䛭䜒 䛂኱Ꮫ䛃 䛸䛿ఱ䛰 䠖⌮᝿䛸⌧ᐇ 䠄㻞㻜 ศ䠅
䐠㻌 Ꮫ✲⏕ά䛻䛚䛡䜛ᩥ⊩ά⏝ 䠖᝟ሗ㤋 㼀㼕㼜㼟 䠄㻟㻜 ศ䠅
䐡㻌 ஦౛䛻Ꮫ䜆䝺䝫䞊䝖సᡂ䛾䝬䝘䞊䛸䝍䝤䞊 䠄㻟㻜 ศ䠅
䐢䚷䚷䝁䝯䞁䝖グධ 䠄㻝㻜 ศ䠅

ேᩥᩍဨ

䠍䠌 ⾲⌧ㄽ䠉䐠
䐟㻌 䝕䝄䜲䞁䛾ୡ⏺䚷ㅮ⩏ 䠄㻟㻜 ศ䠅䚸 ேᩥᏛ䛾ୡ⏺䚷ㅮ⩏ 䠄㻟㻜 ศ䠅
䐠㻌 ឤ᝿ᩥ⏝ୗ᭩䛝䝯䝰సᡂ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䛆ᐟ㢟 䠖ឤ᝿ᩥ䛇

䡿䢚䡷䢚䡮䢙ᩍဨ
ேᩥᩍဨ

䠍䠍 䝝䝷䝇䝯䞁䝖
䐟㻌 䝝䝷䝇䝯䞁䝖䜢▱䜛䚷䠄䜹䜴䞁䝉䝷䞊䜘䜚ㅮ⩏ 㻢㻜 ศ䠅
䐠㻌 ឤ᝿ᩥグධ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚷

እ㒊ㅮᖌ

䠍䠎
䡳䡨䢔䡭䡿䢚䡷䢚䡮䢙

䠉䐠

䐟㻌 ௙஦䛸䝆䝵䝤䚸 ᴗ⏺䚸 ఍♫䚸 ᚲせ䛺䝇䜻䝹䛸䝥䝻䝉䝇 䠄㻠㻜 ศ䠅
䐠㻌 䛂௙஦ே⏕䛾䜻䞊䝽䞊䝗䛃 సᡂ 䠄䠎㻜 ศ䠅
䐡㻌 䜾䝹䞊䝥ពぢ஺᥮ 䠄㻞㻜 ศ䠅
䐢㻌 䝷䞊䝙䞁䜾 䞉 䝫䞊䝖䝣䜷䝸䜸ㄝ᫂ 䠄㻝㻜 ศ䠅

ᑵ⫋㒊
௻⏬ᐊ

᝟ሗ⟶⌮ㄢ

䠍䠏
⾲⌧䛸

⎔ቃၥ㢟

䐟㻌 ி㒔⢭⳹኱Ꮫ䛾⎔ቃ䜈䛾ྲྀ䜚⤌䜏 㻔㻝㻜 ศ 㻕䚷 䠖 ⴥᒣ
䐠㻌 䛂⎔ቃ䛸䜰䞊䝖 䞉 䝕䝄䜲䞁 䞉 䝬䞁䜺 䞉 ேᩥ䛃䚷஦౛ሗ࿌ 㻔㻢㻜 ศ 㻕䚷 䠖 ∦ᮌඛ

⏕䠇Ꮫ⏕௦⾲
䐡㻌 ឤ᝿ᩥグධ 䠄㻞㻜 ศ䠅䚷䛆ᐟ㢟 䠖 䝺䝫䞊䝖 䛂⚾䛾䜶䝁䝷䜲䝣䛃䛇

䡿䢚䡷䢚䡮䢙ᩍဨ⎔
ቃ᪋タㄢ
Ꮫ⏕䡴䢚䢕䡬䢈䢛

䠍䠐 䜎䛸䜑

䐟㻌 ⮬ศྐ䛾ᘏ㛗䛸䛧䛶኱Ꮫ䛷Ꮫ⩦䛩䜛஦䚸 ⤒㦂䛧䛯䛔஦䚸 㻝㻜 ᖺᚋᵓ᝿
䜢グධ 䠄㻟㻜 ศ䠅

䐠㻌 䜾䝹䞊䝥ពぢ஺᥮ 䠄䠎㻜 ศ䠅䚸 Ⓨ⾲ 䠄㻝㻜 ศ䠅
䐡㻌 䜎䛸䜑 䠄㻟㻜 ศ䠅

௒ᚋ䛾ㄢ㢟 䠖

㐺ṇ䜽䝷䝇䝃䜲䝈䠋ᢸᙜᩍဨ䠋䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠋᝟ሗ䝸䝔䝷䝅䞊䠋ᅗ᭩㤋䝺䝔䝷䝅䞊䠋䈈
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